






 

 
 佐井寺くりぬき水路は、江戸

え ど

時代
じ だ い

に佐井寺村の余
よ

水
すい

を釈迦
し ゃ か

ヶ池に引き込むため、途

中の丘陵部
きゅうりょうぶ

をくりぬいて造られた水路です。築造
ちくぞう

時期
じ き

は明らかではありませんが、

明和
め い わ

９(1772)年の古文書
 こ もんじょ

に記され、このころには開通
かいつう

していたと考えられます。入

口前面には土砂
ど し ゃ

の流入を防ぐために沈
ちん

砂
さ

池
ち

が設けられ、入口は約 60 ㎝幅の石組みと

し、内部は素
す

掘
ぼ

りで、トンネル部分は約 126ｍを測ります。水路出口から東側は開渠
かいきょ

となり、釈迦が池に注いでいましたが、現存
げんそん

していません。入口部分は現代にコンク

リ-ト造に改修
かいしゅう

され、現在は埋められて見ることはできません。 

 

 

佐 井 寺
さ  い で ら

く り ぬ き 水
す い

路
ろ

    吹田市佐井寺１丁目、五月が丘南 

 

佐井寺くりぬき水路周辺図 水路内部(西から) 

水路入口(西から) 
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